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1.序 論

（1）消費空間のジェントリフィケーション

2000年代末以降，ジェントリフィケーション研究に

おいては小売業のジェントリフィケーション（retail

gentrification）という概念が用いられるようになり，

ジェントリフィケーションが進行している地域の消

費空間に関する研究が世界各地で進められてきた

（Pascual-MolinasandRibera-Fumaz,2009;Sullivanand

Shaw,2011;SchlackandTurnbull,2015;Jeongetal,

2018）。この小売業のジェントリフィケーションの論

者として，特に英国において中心的な役割を果たして

きたのが，サラ・ゴンザレス（SaraGonz�lez）とフィ

ル・ハバード（PhilHubbard）である。前者のゴンザ

レスは，ジェントリフィケーションが低所得者向けの

ビジネスに及ぼす影響について論じる中で，小売業の

ジェントリフィケーションを次のように定義している。

（とりわけ）低所得者向けに展開されているビジネ

スが，より裕福な人びとを対象とする小売業へと

転換されたり，より裕福な人びとを対象とする小

売業に取って代わられたりする過程。見方を変え

ると，この過程は，テナント料が上昇する過程で

あるとも言える。というのも，テナント料が上昇

することによって，店舗側は商品価格の引き上げ，

商品の変更，店舗の移転を強いられるためであ

る1）（Gonz�lezandDawson,2015:19）。

この定義は，小規模店舗の集積地であるマーケット

を想定して提示されたものであり，低所得者向けの商

品・サービス・店舗が，より裕福な顧客を対象とした

商品・サービス・店舗へ変化する過程として定義され

ている。また，上記の定義の中では，小売業のジェン

トリフィケーションの要因としてテナント料の上昇が

挙げられているが，マーケットを取り巻く環境の変化

としてはその他にも，マーケットの不動産価値の再評

価や再開発計画，小売業のグローバル化，地域文化に
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◇研究ノート◇

◆要 旨

2000年代末以降，ジェントリフィケーション研究においては小売業のジェントリフィケーションという

概念が用いられている。しかし，小売業のジェントリフィケーションに関する研究においては，小売店だけ

ではなく，多種多様な業種の店舗が考察対象とされている。その点を踏まえ，本研究ではこの小売業のジェ

ントリフィケーションを消費空間のジェントリフィケーションと言い換える必要があるということを指摘し

ている。その上で，本研究ではロンドンのブリクストンヴィレッジとブロードウェイマーケットの2つの店

舗群を対象として，ジェントリフィケーションが進行している地域の消費空間の現状や特徴について分析を

行った。まず統計情報を用いて周辺地域の人種民族構成の特徴を把握し，その次にメディアの記事の分析を

通じて地域における各店舗群の位置づけや評価について考察した。そして2019年と2020年の現地調査で得

られた情報をもとに，2つの店舗群を構成している店舗の業種や営業状態に加え，店舗群の全体的特徴の把

握を試みた。人種民族構成に関しては，ブリクストンヴィレッジの周辺地域にはカリブ系・アフリカ系・ラ

テンアメリカ系住民，ブロードウェイマーケットの南部にはバングラデシュ系住民が多く暮らしていること

が明らかとなった。また，メディアの記事を分析した結果，2つの店舗群がそれぞれの地域でジェントリフィ

ケーションの中心的な存在として捉えられていることが明らかとなった。そして，2つの店舗群においては

飲食，食料品販売，衣料品販売の3つの業種が主要な業種となっており，ブリクストンヴィレッジでは多国

籍な消費空間が形成されているが，ブロードウェイマーケットでは健康志向の店舗が複数立地しているとい

う特徴が見られた。

キーワード：ジェントリフィケーション，消費空間，メディア分析，ブリクストンヴィレッジ，

ブロードウェイマーケット
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根差した料理や食料品の観光商品化等が挙げられてい

る。その上で，ゴンザレスは一連の研究において，マー

ケットをジェントリフィケーションの新たなフロンティ

アとして捉えている（Gonz�lezandWaley,2013;Gonz�lez

andDawson,2018;Gonz�lez,2019）。

他方，後者のハバードによると，小売業のジェント

リフィケーションに関する研究は依然として十分に蓄

積されているわけではない。しかし，そうした数少な

い先行研究の中でも，小規模な小売業の変化が特定の

地域の社会的・文化的性格に重大な変化をもたらすと

いう知見が共有されている。さらに先行研究では，特

にヒップスタービジネス2）やブティックの新規開店が

小売業や地域の変化における重要な要素として捉えら

れている（Hubbard,2018）。

ここで指摘すべき研究上の問題点として，ゴンザレス

やハバードらの研究成果を含め，先行研究においては

考察対象とする空間の名称が不統一であるという点を

挙げることができる。具体的には，小売空間（retail

space）（BridgeandDowling,2001;Pascual-Molinasand

Ribera-Fumaz,2009），小売市場（retailmarket）（Gonz�lez

andWaley,2013），マーケット（market,marketplace）

（Gonz�lezandDawson,2015;Gonz�lez,2019），ハイスト

リート（highstreet）（Hubbard,2017），ショッピング

ストリート（shoppingstreet）やショッピングスペー

ス（shoppingspace）（Hubbard,2018）等，ジェントリ

フィケーションが進行している空間，もしくはジェン

トリフィケーションの影響を受けている空間が様々な

用語をもって表現されている。

さらに重要な点として，こうした先行研究において

は，考察の対象が必ずしも小売業に限定されているわ

けではなく，飲食業やサービス業をはじめ様々な業種

が考察対象に含められている。つまり，マーケットや

ハイストリート等，店舗の集積形態に相違はあるもの

の，小売業のジェントリフィケーションという分析視

角をもって考察の対象とされているのは，多種多様な

業種の店舗から成る広い意味での消費空間である。ま

た，その分析視角をもって実践されているのは，ジェ

ントリフィケーションが進行している消費空間に関す

る研究，もしくは，ジェントリフィケーションが進行

している地域の消費空間に関する研究であると捉え直

すことも可能である。そして，この解釈に基づくなら

ば，小売業のジェントリフィケーションという名称自

体も，消費空間のジェントリフィケーションと言い換

えることが妥当であろう。

無論，Hubbard（2018:301-302）は，消費空間のジェ

ントリフィケーションという表現を用いてはいないが，

ジェントリフィケーションの進行に伴う消費空間の変

化の過程を以下のように整理している。

第1段階：エスニックな店舗やディスカウントショッ

プが集まる消費空間において，流行の店

舗やヒップスター向けの店舗が1店舗も

しくは2店舗開業する。

第2段階：別の地域に住むミドルクラスの消費者が

訪れるような，ヴィンテージやアンティー

ク，一点ものの商品，特注品を取り扱う

店舗が現れ始める。

第3段階：消費行動のためだけではなく，自由奔放

に暮らすボヘミアンやジェントリファイ

アーのたまり場，子どもを連れた親，アー

ティスト，ライター等の「社会的ネット

ワークの場」（Zukinetal,2009:47）とな

り，ジェントリファイされた生活習慣が

社会的に再生産される空間となる。

第4段階：長年暮らしている地域住民のための空間

ではなくなり，ミドルクラスが自らの感

覚や個性を実現するための空間へと完全

に移行する。

このモデルはあくまでも仮説的なモデルとして提示

されたものに過ぎないが，ジェントリフィケーション

の進行下における消費空間の段階的な変化が端的に整

理されている。そして，こうしたジェントリフィケー

ションの進行と消費空間の変化が把握されている具体

的な地域として注目されているのが，ロンドンの南部

に位置するブリクストンである（図1）。

ブリクストンへの注目を示す例としては，2000年

代初頭にブリクストンのジェントリフィケーションに

ついて論じている ButlerandRobson（2001） と

RobsonandButler（2001）を挙げることができる。

ジェントリフィケーションの進行地域に位置する消費空間の比較分析 （松尾）
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図1 ロンドン全体図

※数字を付けている箇所は本文で言及している特別区。

（出典）筆者作成。



彼らは，ブリクストンで暮らすミドルクラスの価値観

やミドルクラスのコミュニティの中で醸成されている

社会資本について明らかにする中で，バーやクラブ，

レストラン等の増加による消費空間の拡大を指摘して

いる。

また，ジェントリフィケーションが移民文化に与え

る影響について論じている五十嵐（2009:250）は，

「オシャレなレストランやカフェ」の増加が見られる

ブリクストンを「典型的な上級化（ジェントリフィケー

ション）されたエリア」として捉えている。

他方，PieroniandNaef（2019）は，ブリクストン

で実施されている観光ツアーに焦点をあて，ツーリズ

ムとジェントリフィケーションの関係性について論じ

ている。その中で彼らは，バー，クラブ，アーケード

付きのマーケット等，ジェントリフィケーションの結

果として生まれた消費空間が観光ツアーの訪問先とさ

れていることについて批判的に論じている。

そして，Hubbard（2018）によると，メディアの記

事においては，ブリクストンから地域に根差した店舗

が姿を消しているということに加え，そうした店舗が

シャンパンやチーズの販売店，流行の期間限定のバリ

スタコーヒーショップ，ニッチなカクテルバー等と入

れ替わっていることが報告されている。

（2）研究の目的と方法

このように，ブリクストンはジェントリフィケーショ

ンの進行地域であると同時に，消費空間の変化が見ら

れる地域として把握されている。しかしながら，上記

の先行研究においては，ジェントリフィケーションの

進行や消費空間の変化が指摘されているものの，その

消費空間を構成している店舗やその業種，消費空間全

体の特徴等について詳細に論じられているわけではな

い。

そこで本研究では，店舗に関する具体的な情報をも

とにジェントリフィケーションの進行下にある消費空

間の実態を明らかにする。その際，ブリクストンの中

でも観光ツアーの訪問先の1つとされており（Pieroni

andNaef,2019），また後述するように数多くのメディ

アの記事でも言及されているブリクストンヴィレッジ

（図2）に焦点をあてる。さらに，ブリクストンヴィレッ

ジに加えて，ロンドンフィールズのブロードウェイマー

ケット（図3）も研究対象に加える。というのも，ブ

リクストンヴィレッジと同様に，ブロードウェイマー

ケットも地元志向のカフェや店舗が徐々にブティック

と入れ替わりつつあることが指摘されており，また

「小売業のジェントリフィケーションの典型地域」

（Hubbard,2017:184）として捉えられているためであ

る。よって，ともにジェントリフィケーションの進行

地域に位置しているブリクストンヴィレッジとブロー

ドウェイマーケットの比較分析を行うことで，それぞ

れの店舗群の特徴を相対的に捉えることが可能となる。

以上の内容を踏まえ，本研究では以下の方法を用い

て2つの店舗群の現状と特徴を検討する。まずは両店

舗群の周辺地域の基本情報として，英国のセンサス

（Census）を用いて周辺地域の人種民族構成を把握す

る（2章）。そして，メディアの記事の内容を検討し，

ブリクストンヴィレッジとブロードウェイマーケット

が地域においてそれぞれどのように認識されているの

かということ，特に各地域のジェントリフィケーショ

ンとどのように関連づけられているのかということを

検討する（3章）。さらに，2019年と2020年に実施し

た現地調査3）で得られた各店舗に関する情報をもとに，

両店舗群を構成している各店舗の業種や営業状態，店

舗群の全体的な特徴について考察する（4章）。最後に，

考察の結果を踏まえて，ジェントリフィケーションの

進行地域に位置している消費空間の現状に関する知見
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図2 ブリクストンヴィレッジの周辺地域

（出典）筆者作成。

図3 ブロードウェイマーケットの周辺地域

（出典）筆者作成。



を示す（5章）。

2.周辺環境と人種民族構成

本章では，店舗群の周辺地域の特徴を明らかにする

ために，ブリクストンヴィレッジが位置しているブリ

クストン，ブロードウェイマーケットが位置している

ロンドンフィールズの人種民族構成について確認する。

なお，人種民族構成の把握に際しては，英国の2011

年のセンサス（GLA,2020）を参照し，ウォード（Ward）

と呼ばれる小地域の統計単位をもとに各地域の状況を

確認する。

ブリクストンヴィレッジはランベス（Lambeth）区

（図1①）のブリクストンに位置しており，西側には

高架鉄道のブリクストン駅，地下鉄ヴィクトリア

（Victoria）線の終点駅であるブリクストン駅，ランベ

ス区の区庁舎等が立地している。そして，ブリクスト

ンの周辺ではコールドハーバー（Coldharbour）の他

に，ブリクストンヒル（BrixtonHill），ファーンデイ

ル（Ferndale），ハーンヒル（HerneHill），タルスヒル

（TulseHill）が近接している（図4）。

これらすべてのウォードにおいて黒人・黒人系英国

人（BlackorBlackBritish）4）が人口の20％以上を占め

ており，ブリクストン全体において黒人・黒人系英国

人が最大のエスニック集団となっている。そして，ブ

リクストンヴィレッジが位置しているコールドハーバー

の人種民族構成に関しては，人口（16,784人）に占める

黒人・黒人系英国人の割合（45.5％）が白人（White）5）

の割合（37.9％）を上回っており，黒人・黒人系英国

人が最も多くなっている。さらに，黒人・黒人系英国

人の内訳として黒人系カリブ人（BlackCaribbean）が

46.2％，黒人系アフリカ人（BlackAfrican）が36.8％

を占めており，黒人・黒人系英国人の中でも特に黒人

系カリブ人と黒人系アフリカ人が多くなっている。

また，ブリクストンが位置しているランベス区では，

東隣のサザーク（Southwark）区（図1②）と同様に，

ロンドンの中でも最も多くのラテンアメリカ系住民6）

が暮らしている。ランベス区のラテンアメリカ系住民

は，ロンドン全体のラテンアメリカ系住民の約 10％

（8,581人）を占めており（McIlwaineandBunge,2016），

ブリクストンではそうしたラテンアメリカ系住民によっ

て大きなコミュニティが形成されている（BRIXTON

Blog,2013b;Hayati,2018）。

他方，ブロードウェイマーケットはインナーロンド

ン北東部のハックニー（Hackney）区（図1③）に位

置しており，ハックニー区とタワーハムレッツ（Tower

Hamlets）区（図1④）の境界部に近接している。そし

て，ブロードウェイマーケットは高架鉄道のロンドン

フィールズ（LondonFields）駅の南西に位置し，ブロー

ドウェイマーケットの南端はインナーロンドン北部を

東西に横断するリージェンツ運河（Regent・sCanal）に

接している。

センサスのウォードの位置関係としては，ブロード

ウェイマーケットはロンドンフィールズとハガースト

ン（Haggerston）の境界部に位置し，この2つのウォー

ドの東部にはヴィクトリア（Victoria），南部にはタワー

ハムレッツ区のセントピーターズ（StPeter・s）がある。

そして，ブロードウェイマーケットの周辺地域の人種

民族構成7）は，ハックニー区のロンドンフィールズ，

ハガーストン，ヴィクトリアと，タワーハムレッツ区

ジェントリフィケーションの進行地域に位置する消費空間の比較分析 （松尾）
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図4 ウォード別の人種民族別人口の割合 （出典）Census2011をもとに筆者作成。



のセントピーターズで大きく異なっている。前者3つ

のウォードでは白人が54.8～55.8％を占めており，エ

スニック集団としては黒人・黒人系英国人が 22.6～

24.8％，アジア人・アジア系英国人（AsianorAsian

British）8）が9.5～11.3％と，黒人・黒人系英国人が多

くなっている。

一方，後者のセントピーターズでは，白人が46.1％，

黒人・黒人系英国人が6.7％，アジア人・アジア系英

国人が40.4％と，白人に次いでアジア人・アジア系

英国人の割合が非常に大きくなっている。そして，ア

ジア人・アジア系英国人の87.2％がバングラデシュ

系（Bangladeshi）によって占められており，セントピー

ターズはバングラデシュ系住民の集住地域となってい

る。

以上のように，ブリクストンヴィレッジの周辺地域

ではカリブ系住民，アフリカ系住民，ラテンアメリカ

系住民が多いということ，そしてブロードウェイマー

ケットの周辺地域でも黒人・黒人系英国人が最大のエ

スニック集団となっているが，南部のセントピーター

ズではバングラデシュ系住民が大きな割合を占めてい

るということが明らかとなった。こうした地域的特徴

を踏まえながら，次章では両店舗群やその周辺地域の

現状に関するメディアの言及内容を整理し，それぞれ

の地域において2つの店舗群がどのように認識され，

どのように位置づけられているのかという点を検討す

る。

3.メディアによる言及や評価

（1）ブリクストンヴィレッジ

英国の主要紙の1つであるイヴニングスタンダード

紙には，「住宅と不動産（Homes&Property）」という

住宅や不動産に関するニュースや情報に特化したWeb

ページがある。当該ページに掲載されている2016年

の記事では「年間を通じて魅力のある首都のストリー

トマーケット7選」として，バラ（Borough）やポート

ベロ（Portobello）といった観光地のマーケットとと

もに，ブリクストンマーケット9）やブロードウェイマー

ケットが紹介されている。同記事の中でもブリクスト

ンマーケットに関する部分では，ジャマイカ料理を提

供する昔ながらの店舗と新たに進出してきたブティッ

クやバーによってブリクストンが有名になったという

ことが指摘されており，ブリクストンの様子を示すも

のとしてブリクストンヴィレッジの写真が掲載されて

いる（EveningStandard,2016）。

また，ブリクストンやその近隣地域の不動産情報を

紹介する記事においても，ブリクストンヴィレッジの

写真とともに，ブリクストンで数多くの小売店，バー，

カフェ，レストラン，デリカテッセン，ナイトクラブ

が営業されていることに言及されている（Evening

Standard,2017a,2018）。さらに次の記事からは，多様

な店舗が並存し高い評価を受けているということだけ

ではなく，ブリクストンの地域イメージの変化におい

てブリクストンヴィレッジが中心的な役割を果たして

いることを読み取ることができる。

今日のブリクストンは非常にクールであり，闘い

に塗り固められた評判を払拭しつつある。そして，

ブリクストンヴィレッジ ― 地元住民は今でも元々

のグランヴィルアーケード（GranvilleArcade）と

いう名で呼んでいる ― は，ロンドンの主要な観

光名所の1つとなっている。ブリクストンヴィレッ

ジは有名なアーケードマーケットの一部を構成し

ており，南米系の店主が営む精肉店，カリブ系の

青果店，アフリカ系の店舗，英国人が営む鮮魚店

と，ブティック，レストラン，カフェが空間を共

有している。そうした店舗の存在によってブリク

ストンヴィレッジは生まれ変わり，訪れるべき

場所の 1つとなっている10）（EveningStandard,

2017b）。

こうした内容が示しているように，ブリクストンは

「ロンドンの中でも最もファッショナブルな場所の

1つ」（EveningStandard,2019）となっている。しかし

一方では，ブリクストンにおけるジェントリフィケー

ションやその影響，ジェントリフィケーションの進行

に伴う地域住民の不安や不満の高まりも指摘されて

いる。中でもジェントリフィケーションの影響として

は，インディペンデント紙において低所得者向けの住

宅物件の不足や鉄道高架の修繕工事に伴う高架下店舗

の立ち退き問題等が指摘されている（TheIndependent

2015a）。

また不安や不満の高まりに関する点としては，

BRIXTON BlogやBrixtonBuzzといったブリクス

トンのローカル紙によってジェントリフィケーション

への抗議活動が報道されている。抗議活動の例として

は，2013年にブリクストンの中心部で不動産会社大

手のフォクストンズ（Foxtons）の支店が開業した際

に，店舗の窓ガラスにスプレーで「ヤッピーは出てい

け」という言葉が描かれた（BRIXTON Blog,2013a）。

同じく2013年にブリクストンヴィレッジにおいても

抗議活動が実施されており，ブリクストンヴィレッジ

でシャンパンとフロマージュのデリカテッセンの店舗

が開業した際に，活動家らが「ヤッピーは出ていけ」

とプラカードを掲げ抗議活動を行った（BrixtonBuzz,

2013）。
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そして2015年4月には，ブリクストンの中心部で，

不動産価格の高騰，高所得者層の流入，地域に根差し

た店舗の閉業等，ブリクストンにおけるジェントリフィ

ケーションに抗議する大規模な反ジェントリフィケー

ション運動が実施された。その際，フォクストンズの

店舗が再び標的とされ，一部の過激な参加者によって

店舗のガラスが破壊されている（BrixtonBuzz,2015;

EveningStandard,2015;TheGuardian,2015b）。

このようにブリクストンにおけるジェントリフィケー

ションとその影響，ジェントリフィケーションに対す

る抗議活動が報じられる中で，インディペンデント紙

ではブリクストンヴィレッジの写真とともに「ブリク

ストンヴィレッジ：急速にジェントリファイされてい

る地域の中心」（TheIndependent,2015c）と記されて

いる。

また，英国各地における住宅価格の高騰を報告して

いるテレグラフ紙の記事でも，ブリクストンでの住宅

価格の上昇に言及されており，冒頭部分ではブリクス

トンヴィレッジの入口の写真が掲載されている。そし

て同記事では，「ブリクストンの廃れたグランヴィル

アーケードはブリクストンヴィレッジという名に改称

され，今では南ロンドンに暮らすヒップスターのた

めの事実上の社員食堂として機能している」（The

Telegraph,2016）と記されている。本来，社員食堂

（workscanteen）というのは労働者のために設置・

運営されるものであるが，ブリクストンヴィレッジで

はヒップスター向けの高価格なメニューを提供する飲

食店が集積していることから，皮肉を込めてヒップス

ターのための社員食堂と喩えられている。

（2）ブロードウェイマーケット

ブロードウェイマーケットのジェントリフィケーショ

ンに関する記事を整理する上では，ハックニー区，ロ

ンドンフィールズ，ブロードウェイマーケットという

3つの空間スケールの階層性に着目した。というもの，

以下の内容でも確認するように，ロンドンにおいては

ハックニー区がジェントリフィケーションの進行地域

として認識されており，さらにハックニー区の中でも

ロンドンフィールズ，ロンドンフィールズの中でもブ

ロードウェイマーケットが注目されているというよう

に，特別区単位の広域なスケールから店舗群の狭域な

スケールまでジェントリフィケーションの進行に言及

されているためである。

まずハックニー区の状況として，フィナンシャルタ

イムズ紙はパイアンドマッシュショップ（pieandmash

shop）11）のような，「長年にわたって労働者階級の住

民らに気取らず安価な食事を提供している店舗」が地

域から失われつつあるということをとり上げている。

そして，そうした地域に根差した店舗が失われる要因

としてジェントリフィケーションの進行が指摘されて

おり，同記事ではハックニー区が「首都におけるジェ

ントリフィケーションの最前線の地である」と捉えら

れている（FinancialTimes,2019）。

またインディペンデント紙の記事においては，ハッ

クニー区の中でジェントリフィケーションが進行して

いる地域として，ハックニーダウンズ （Hackney

Downs），メアストリート（MareStreet），リージェン

ツ運河等に加えて，ロンドンフィールズやブロードウェ

イマーケットが挙げられている（TheIndependent,

2015b）。さらに，ロンドンフィールズ公園の隣接地で

の集合住宅建設に関するガーディアン紙の記事では，

ロンドンフィールズがハックニー区におけるジェント

リフィケーションの中心地であるということに加えて，

集合住宅の建設予定地の南東部に位置するブロードウェ

イマーケットが物件販売の際のセールスポイントの1つ

となっていることが指摘されている（TheGuardian,

2017）。

ハックニー区の歴史的変容について論じているテレ

グラフ紙の記事では，オーガニックチーズや珍しいオ

リーブ等が販売されている状況から，2000年代後半

のブロードウェイマーケットを「ジェントリファイさ

れたブロードウェイマーケット」と形容している（The

Telegraph,2018）。また，2013年のフィナンシャルタ

イムズ紙の記事では，ロンドンフィールズが金融やメ

ディア関連の企業に勤める裕福な専門職層に人気の地

域となっているということが指摘されている。同記事

では特に新しいデリカテッセンやカフェ，数世代にわ

たって続く精肉店，酒類販売店等が混在している状況

から，ブロードウェイマーケットがロンドンの中でも

最もファッショナブルな地域の1つであると捉えられ

ている（FinancialTimes,2013）。

さらに，ブロードウェイマーケットのジェントリフィ

ケーションにより直接的に言及している例としては，

ジェントリフィケーションの発生の原因や社会的影響，

その責任の所在に関する読者からの意見を紹介してい

るガーディアン紙の記事（TheGuardian,2015a）を挙

げることができる。同記事では「ロンドン東部がジェ

ントリフィケーションの影響を受けているということ

はよく知られている」と指摘されており，記事冒頭で

はブロードウェイマーケットの写真と共に「ハックニー

のブロードウェイマーケット：ジェントリフィケーショ

ンはこの地域にどのような影響を及ぼしてきたのか？」

と記されている。

以上のように，ブリクストンヴィレッジがブリクス
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トンにおけるジェントリフィケーションの中心地とし

て認識されていることと同様に，ハックニー区やロン

ドンフィールズにおいてはブロードウェイマーケット

がジェントリフィケーションの中心地として注目され

ている。

4.ブリクストンヴィレッジとブロードウェイ

マーケットの比較考察

（1）ブリクストンヴィレッジ

ブリクストンの中心部には約400軒の店舗や商業施

設が集積している。ブリクストンヴィレッジはその中

心商業地域の東部に位置しており，アーケードが備え

付けられた屋内型の店舗群となっている（図5）。ブリ

クストンヴィレッジは，2000年代初頭には20店舗ほ

どが空き店舗という衰退状況にあり，解体を行った後

に集合住宅を建設するという再開発計画も案出されて

いた。しかし，反対運動によって再開発計画は白紙に

戻され，地域再生事業に取り組むスペースメーカーズ

社（Spacemakers），不動産会社のロンドン＆アソシエ

イティッド不動産（London&AssociatedProperties），

ランベス区によって2009年からブリクストンヴィレッ

ジの再建が進められた。再建策の1つとして新しいテ

ナントの入居を促すためにテナント料の3か月分が

無料化されたことにより，多くの新しい店舗がブリク

ストンヴィレッジで営業を始め，現在のような食通が

訪れるような消費空間へと再生されたのであった

（EveningStandard,2012,2013;Spacemakers,2020）。

再生事業の開始から10年が経過した本研究の調査

時点において，ブリクストンヴィレッジは81軒の店

舗によって構成されている。2019年3月時点では全

店舗のうち78軒が営業されており，3軒が非営業状

態（閉鎖中，閉業中，改修中）であった。そして，2020年

2月時点では営業状態の店舗の数が2軒減少して76

軒となり，5軒が非営業状態となっている（表1）。営

業状態の店舗数の減少に関しては，2019年に営業状

態であった4軒が2020年には閉業，閉鎖，テナント

の撤退等により非営業状態となった。一方で，2019

年時点では1軒が改装状態であったが2020年に営業

を再開しており，さらに空き店舗となっていたテナン

トでTheWineParlour（V1：飲食）12）（図6，図7）が

開業したため，結果的にブリクストンヴィレッジでは
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図5 ブリクストンヴィレッジの様子

（出典）筆者撮影：2019年3月1日

図6 ブリクストンヴィレッジの店舗と変化の状況

（出典）現地調査をもとに筆者作成。

図7 空き店舗での新規テナントの出店

（出典）筆者撮影：2019年1月23日,2020年1月30日



営業状態の店舗が2軒減少す

ることとなった。

また，2019年から2020年

にかけて4軒の店舗において

テナントの入れ替わりが生じ，

そのうち2軒では業種に変化

がなかった。そして，残りの

2軒のうち1軒は飲食店から

植物販売店，別の1軒は衣料

品販売店から書籍販売店とな

り，この2軒においてはテナ

ントと業種の両方において変

化が生じた。

営業状態にある店舗の業種

別の店舗数は両時点において

飲食が最も多く，2019年に

は 27軒，2020年には 28軒

と，飲食の店舗だけで全店舗

の約34％が占められている。

そして，飲食に次いで多い食

料品販売（スーパーマーケット，

鮮魚店，青果店，精肉店，デリ

カテッセン等）は 2019年に

16軒，2020年に14軒が営業

しており，食料品販売店の次

に多い衣料品販売は 2019年

に 13軒，2020年に 11軒営

業されている。

飲食，食料品販売，衣料品販売の3業種の店舗数の

合計（2019年：56軒，2020年：53軒）は，2019年時点

では全体の69.1％，2020年時点では65.4％を占めて

おり，これらの3業種がブリクストンヴィレッジを構

成する店舗の主要な業種となっている。そして，これ

らの3業種に次ぐ業種としては小物雑貨販売（2019年：

8軒，2020年：7軒）や理容美容サービス（両時点で3軒）

が多くなっており，その他各1軒から2軒の多様な業

種の店舗によってブリクストンヴィレッジの消費空間

は構成されている。

こうした構成店舗のテナントの変化や業種に関する

特徴を踏まえた上で，ブリクストンヴィレッジで営業

されている店舗と地域の人種民族構成の関係性につい

て検討する。2章において，ブリクストンの中でもブ

リクストンヴィレッジが位置しているコールドハーバー

は，特に黒人・黒人系英国人が多く，さらに黒人・黒

人系英国人の中でも特に黒人系カリブ人と黒人系アフ

リカ人が大きな割合を占めているということを述べた。

また，ブリクストンにはラテンアメリカ系住民のコミュ

ニティが形成されているということも指摘した。つま

り，ブリクストンはカリブ系住民，アフリカ系住民，

ラテンアメリカ系住民の集住地域として特徴づけるこ

とが可能であり，そうした地域的な特徴はブリクスト

ンヴィレッジの店舗にも見て取ることができる。

例えば，KUMASIMARKETAFROCRIBBEAN

SHOP（V2：食料品販売），AfricanQueenFabrics

（V3：衣料品販売），GLORY AFRO CARIBBEAN

FOOD STORE（V4：食料品販売），MTK African

Restaurant（V5：飲食）の店舗名には「アフリカン」，

「カリビアン」といった言葉が含まれている。さらに，

SIERRA LEONE GROCERIES（V6：食料品販売）

のようにシエラレオネという具体的な国名を掲げてい

る店舗や，HABESHA VILLAGE（V7：飲食）のよ

うに店先に「エチオピア料理とエリトリア料理」と表

記している店舗もある。

また，ブリクストンヴィレッジでは THE WIG

BAZAAR（V8：ウィッグ販売）の1軒のみであったが，

ウィッグ販売店の立地はカリブ系住民やアフリカ系住

民が多く暮らす地域の消費空間の特徴の1つであると

ジェントリフィケーションの進行地域に位置する消費空間の比較分析 （松尾）

77

表1 各店舗群の構成店舗の業種別店舗数とその変化

（出典）現地調査をもとに筆者作成。



言える。というもの， ウィッグを専門的に取り扱う

店舗はカリブ系住民やアフリカ系住民の身体的特徴

（縮毛）を前提として商品を提供しているためである。

そのため，ウィッグ販売店はブリクストンヴィレッジ

の周辺にも複数立地しており，またブリクストンだけ

ではなく，例えばアフリカ系住民の集住地域である南

ロンドンのペッカム（Peckham）においても複数のウィッ

グ販売店を確認することができる。

そしてラテンアメリカ系住民のコミュニティに関

連する点として，ブリクストンヴィレッジには

RESTAURANTESANTAFERENO（V9：飲食）や

ELRANCHOdeLALO（V10：飲食）といったラテン

アメリカ系料理店，そしてLatin&CaribbeanFood

Store（V11：食料品販売）やALIFOODSTORE（V12：

食料品販売）のように「ラテン」と「カリビアン」の

両方が店舗名や看板の表記に含まれている店舗も立地

している。

こうしたカリブ系，アフリカ系，ラテンアメリカ系

の店舗の存在にブリクストンの地域的特徴を見て取る

ことができるが，ブリクストンヴィレッジにはこうし

たエスニック集団と関連がある店舗の他にも様々な国

や地域の店舗が集積している。そうした店舗の業種と

しては特に飲食や食料品販売が多く，例えばシャンパ

ンとフロマージュのデリカテッセンCHAMPAGE＋

FROMAGE（V13：食料品販売），イタリア料理店

GRAZIEDIO（V14：飲食），タイ料理・アジア料理店

のKaosarn（V15：飲食），日本食レストランのOKAN

（V16：飲食），中華料理店のmamalan（V17：飲食）等

を挙げることができる。

こうした状況は，イヴニングスタンダード紙

（EveningStandard,2017b）で述べられている多様な店

舗が並存している状況そのものであり，また特に店舗

の国籍の多様性を強調するならば，ブリクストンヴィ

レッジでは多国籍な消費空間が形成されていると言い

換えることも可能である。

（2）ブロードウェイマーケット

ブリクストンヴィレッジはブリクストンの中心商業

地域の一部を成す屋内型の店舗群であるが，一方で，

ブロードウェイマーケットは一般道路に面した店舗群

となっている（図8）。ブロードウェイマーケットは

64軒の店舗によって構成されており，2019年3月と

2020年2月の両調査時点において59軒が営業状態，

5軒が非営業状態であった（表1，図9）。テナントの

変化に関しては，2019年と2020年の両時点において

営業状態の店舗数と非営業状態の店舗数の双方におい

て変動が見られなかった。

ただし，実際のテナントの状態をみた場合には，

1軒の店舗が閉業し，さらに別の1軒の店舗において

テナントの撤退が生じたため，合計2軒が非営業状態

となった。一方，別の2軒の店舗において新たにテナ

ントが出店したことにより，飲食業と美容健康用品販

売の店舗が増加した。そのため，結果的に営業状態の

店舗数と非営業状態の店舗数には変化が生じなかった。

なお，その他の変化として，2軒の店舗でテナント

の入れ替わりと業種の変化が生じ，1軒は飲食店から

小物雑貨販売店へ，残りの1軒はギャラリーから美容

健康用品販売店となった。

営業状態の店舗の業種別の店舗数は，ブリクストン

ヴィレッジと同じく両時点において飲食業が最も多く，

2019年には19店舗，2020年には18店舗と1店舗の

減少が見られたが，両時点において全店舗の30％近

くが飲食業の店舗によって占められている。さらにブ

リクストンヴィレッジと共通する点として，ブロード

ウェイマーケットにおいても飲食業に次いで食料品販

売（両時点で12軒）と衣料品販売（両時点で6軒）が多

くなっている点を挙げることができる。これらの3業

種の店舗数の合計（2019年37軒，2020年36軒）は，

2019年時点では全体の57.8％，2020年時点では全体

の56.3％となっており，この3業種の店舗によって

ブロードウェイマーケットの半数以上が占められてい

る。

ブリクストンヴィレッジではこれらの3業種に次い

で小物雑貨販売と理容美容サービスが多くなっている

が，ブロードウェイマーケットでは理容美容サービス

（両時点で4軒）が多くなっている。そして，理容美容

サービスに次いで書籍販売，不動産，酒類販売の3業種

が両時点で各3軒立地しており，小物雑貨販売は2019

年に0軒，2020年には1軒のみとなっている。

ブリクストンヴィレッジとブロードウェイマーケッ

トのそれぞれの店舗群を構成している業種の数を比較

した場合，ブリクストンヴィレッジでは2019年は14

業種，2020年は16業種，ブロードウェイマーケット

では14業種，2020年は13業種と両店舗群のあいだ

に大きな差異は認められない。しかし，ブリクストン

ヴィレッジにはたばこ販売，玩具販売，ウィッグ販売，

レコード販売，植物販売の店舗が立地しているが，ブ

ロードウェイマーケットにはそうした業種の店舗は立

地していない。一方で，書籍販売，不動産業，酒類販

売，薬局等の業種の店舗が複数立地しているという状

況は，ブリクストンヴィレッジに見られないブロード

ウェイマーケットの特徴となっている。

ブリクストンヴィレッジでは様々な国や地域の店舗

が立地しているということを確認したが，ブロードウェ
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イマーケットにも海外の店舗が複数立地している。例

えば，イタリア料理店のBellaVita（M1：飲食），地

中海料理・スペイン料理店のELGANSO（M2：飲食），

そして，日本食レストランのOKKO（M3：飲食）を

挙げることができる。また，2008年にブリクストン

ヴィレッジの西側に位置するブリクストンマーケット

ロウで1号店を開業し，2020年現在ではロンドンを

中心に約50店舗を展開しているイタリア料理店チェー

ンFRANCOMANCA（M4：飲食）の店舗がブロー

ドウェイマーケットでも営業している（TheTelegraph,

2013;FRANCOMANCA,2020）。

2章で確認したように，ブロードウェイマーケット

の周辺地域はブリクストンと同じくアフリカ系・カリ

ブ系の住民が比較的多く，ブロードウェイマーケット

が位置する2つのウォードでは黒人・黒人系英国人が

各ウォードの人口の20％以上を占めている。またブ

ロードウェイマーケット南部のウォードであるセント

ピーターズではアジア人・アジア系英国人の割合が

40.4％を占め，バングラデシュ系の住民が非常に高い

割合を占めている。しかしながら，ブロードウェイマー

ケットにおいては，ブリクストンヴィレッジのように

人種民族構成の特徴と立地している店舗に強い関連性

を見出せるわけではなく，アジア系の店舗も上記の日

本食レストラン1軒のみであった。

一方で，ブリクストンヴィレッジには見られない特

徴として，ブロードウェイマーケットには健康志向の

店舗が複数立地している。そうした店舗の例として，

ORGANIGO（M5：食料品販売），SULTANFOOD&

WINE（M6：食料品販売），LONDONFIELDSEXPRESS13）

（M7：食料品販売），isleofolive（M8：食料品販売）を

挙げることができ，これらの店舗の入口付近や店舗名

が記された看板付近には，健康的（healthy），有機的

（organic），自然由来の（natural）といった表記が見ら

れ，健康志向であることが強調されていた。

5.結 論

ここまで，ブリクストンヴィレッジとブロードウェ

イマーケットを対象として，周辺地域の人種民族構成，

店舗群に関する言及や評価，構成店舗の現状について

考察を行ってきた。以下では考察の結果と得られた知

見を整理する。

1点目は，ブリクストンにおいてブリクストンヴィ

レッジが，ロンドンフィールズにおいてブロードウェ

イマーケットが，それぞれジェントリフィケーション

の中心的な存在として認識されているということであ

る。メディアの記事から明らかとなったとおり，ブリ

クストンは観光や地域イメージの点において象徴的な

場所として認識されている。しかし，ブリクストンで

進行しているジェントリフィケーションの中心地とし

て認識されている側面もあり，ブリクストンヴィレッ

ジの店舗を対象とした反ジェントリフィケーションの

抗議活動に関する報道や，ヒップスターのための空間

であるとしてブリクストンヴィレッジを批判的に捉え

る記事も見られた。
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図8 ブロードウェイマーケットの様子

（出典）筆者撮影：2019年1月25日

図9 ブロードウェイマーケットの店舗と変化の状況

（出典）現地調査をもとに筆者作成。



他方，ブリクストンやブリクストンヴィレッジほど

メディアで取り上げられる機会は多くはないが，ロン

ドンフィールズやブロードウェイマーケットに言及し

ている記事も複数確認することができた。「ジェント

リフィケーションの最前線の地」（FinancialTimes,

2019）として捉えられているハックニー区の中でも，

ロンドンフィールズはジェントリフィケーションの中

心地の1つとして位置づけられている。さらに，その

ロンドンフィールズの中でもブロードウェイマーケッ

トはジェントリフィケーションの中心的な存在として

認識されていた。

2点目は，ブリクストンヴィレッジとブロードウェ

イマーケットにおいて飲食，食料品販売，衣料品販売

の3業種が主要な業種となっているということである。

両店舗群を構成している店舗の業種の中でも飲食が

最も大きな割合を占めており，飲食だけで全店舗の

30％程度が占められていた。また，飲食に次いで食料

品販売と衣料品販売の店舗が多いという状況も両店舗

群に共通していた。さらに，両店舗群においてこれら

の3業種の店舗数の合計が全店舗の50％以上を占め

ているということから，それぞれの地域においてジェ

ントリフィケーションの中心的な存在として認識され

ている店舗群において，飲食，食料品販売，衣料品販

売が主要な業種となっているということが明らかとなっ

た。

また，1年間という短期間でも両店舗群の複数の店

舗において業種や営業状態の変化，テナントの入れ替

わり等が生じていた。ブリクストンヴィレッジにおい

ては4軒の店舗が営業状態から非営業状態となり，

2軒が改装状態や空き店舗状態から営業状態となって

いた。そして4軒の店舗においてテナントの入れ替わ

りが生じていた。一方，ブロードウェイマーケットで

は2軒においてテナントが新規出店，2軒が非営業状

態となり，また2軒の店舗でテナントの入れ替わりと

業種の変化が生じていた。こうした変化を即座にジェ

ントリフィケーションの進行と捉えることは早計に過

ぎるが，1年間という短期間でも店舗構成に変化が生

じているということは，短期的な変化の把握の必要性

を示唆している。

3点目として，地域の人種民族構成との関係性，店

舗の多国籍性，健康志向の店舗の立地等，2つの店舗

群の全体的な特徴に相違が見られた。ブリクストンに

は多くのカリブ系住民やアフリカ系住民が多く暮らし

ており，ラテンアメリカ系住民のコミュニティも形成

されている。そうした状況下にあって，ブリクストン

ヴィレッジにはカリブ系，アフリカ系，ラテンアメリ

カ系の店舗が立地しており，さらにそうしたエスニッ

ク集団とは直接的に関係のない国や地域の店舗も立地

していた。その点を踏まえ，ブリクストンヴィレッジ

では多国籍な消費空間が形成されているということを

指摘した。

一方，ブロードウェイマーケットの周辺の各ウォー

ドにおいても黒人・黒人系英国人が20％以上を占め

ており，南部のセントピーターズはバングラデシュ系

住民の集住地域となっている。しかし，ブロードウェ

イマーケットではそうしたエスニック集団向けの店舗

は見られず，大陸ヨーロッパ系の飲食店や健康志向の

店舗の立地がブロードウェイマーケットの特徴となっ

ていた。

以上のように，本研究では，ブリクストンの消費空

間の実態が必ずしも詳細に論じられているわけではな

いという問題意識の下，ブリクストンヴィレッジとブ

ロードウェイマーケットの比較考察を通じて，双方の

店舗群の特徴，共通点，相違点の把握を試みた。そし

て本研究で得られた考察結果や知見は，ブリクストン

の消費空間に関するHubbard（2018）らの指摘を補

強するものとして位置づけることができる。すなわち，

ジェントリフィケーションの進行地域に位置する消費

空間には具体的にどのような店舗が立地しているのか

ということを説明する上で有用な説明材料としてその

活用が期待される。そして，ブリクストンやロンドン

フィールズに限らず，さらに言うとロンドンに限らず，

各国の都市でジェントリフィケーションの進行が確認

されている地域の消費空間の実態を明らかにする上で

も，本研究で得られた知見は1つの参照点となるだろ

う。
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�注�

1.引用文中の補足は原著者らによる。

2.ヒップスターとは，好奇心や遊び心，鋭い審美眼を持ち，

フランネル製のシャツやフラットホワイトコーヒーを好み，

髭を生やす等，流行に敏感でありながら主流のファッショ

ンや志向性とは一線を画している人びとのことを指してい

る（Hubbard,2016）。

3.現地調査は 2018年 10月から 2019年 3月，2019年 10

月から2020年2月にかけて実施した。なお，本研究の性

格上，店舗の情報に関しては2019年と2020年の特定の時

点における情報を使用し分析することが有効であると判断

した。そのため，分析に使用した店舗名，業種，営業状態

に関する各店舗の情報は調査日時を限定して収集したもの
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であり，下記の調査時点における情報であるということを

補足しておく（ブリクストンヴィレッジ：2019年3月4日・

5日，2020年2月8日，ブロードウェイマーケット：2019

年3月5日，2020年2月14日）。

4.2011年のセンサスでは，大分類の1カテゴリーとして

の黒人・黒人系英国人（BlackorBlackBritish）は，黒

人系カリブ人（BlackCaribbean），黒人系アフリカ人

（BlackAfrican），その他の黒人系（OtherBlack）の3つ

の小分類から構成されている。

5.2011年のセンサスでは，大分類の1カテゴリーとしての

白人（White）は，白人系英国人（WhiteBritish），白人

系アイルランド人（WhiteIrish），白人系ジプシー・アイ

ルランド系トラベラー（WhiteGypsyorIrishTraveller），

その他の白人系（OtherWhite）の4つの小分類から構成

されている。

6.2011年のセンサスでは，人種民族の大分類が白人，ミッ

クス（Mixed），アジア人・アジア系英国人，黒人・黒人

系英国人，その他（Other）の5分類，小分類では18の

人種民族集団に分類されている。しかし，そこにラテンア

メリカ系という分類が設けられておらず，センサスにおけ

るラテンアメリカ系住民に対する認識不足が指摘されてい

る（MasGiraltandGranada,2015）。なお，一般的には，

カリブ海諸国はラテンアメリカ地域に含まれるが，本研究

においてはセンサスの分類に含まれている黒人系カリブ人

と，ラテンアメリカ系住民を異なるエスニック集団として

理解する。Hayati（2018:4）においては，ラテンアメリ

カ系住民はスペイン語もしくはポルトガル語を母語として

いる人びととされているため，本研究においてもその

Hayati（2018）の理解に依ることとする。

7.ハックニー区とタワーハムレッツ区においては，2014

年5月にウォードの境界が再編されている。本研究で参照

しているデータ（GLA,2020）ではその点が考慮され，

2014年5月以後の境界に基づき各ウォードの情報が再調

整されている。再調整された統計数値には小数点以下の数

値が含まれるため，本研究では便宜的に小数点以下の数値

は四捨五入し，整数として取り扱っている。

8.2011年のセンサスでは，大分類の1カテゴリーとして

のアジア人・アジア系英国人（AsianorAsianBritish）

は，インド系（Indian），パキスタン系（Pakistani），バ

ングラデシュ系（Bangladeshi），中国系（Chinese），そ

の他のアジア系（OtherAsian）の5つの小分類から構成

されている。

9.正確に言うと，ブリクストンマーケットという名称の場所

は存在しているわけではないが，記事（EveningStandard,

2016）の内容から，ブリクストンヴィレッジ，アトランティッ

クロード（AtlanticRoad）を挟んでブリクストンヴィレッ

ジの西側に位置するブリクストンマーケットロウ（Brixton

MarketRow），そしてブリクストンマーケットロウの北

側に位置し路面店と露店が集積しているエレクトリックア

ベニュー（ElectricAvenue）の3箇所の店舗群をブリク

ストンマーケットと総称していると考えられる。

10.引用文中の「闘い」とは，引用文直前で記述されている

ブリクストンにおける人種間対立やその延長で生じた1981

年，1985年，1995年の暴動を指している。また「アーケー

ドマーケット」とは上記の注9で言及しているブリクスト

ンマーケットロウとブリクストンヴィレッジのことを指し

ている。

11.パイアンドマッシュクラブ（ThePieandMashClub）

の創設者によると，このパイとマッシュポテトから成る料

理は19世紀中葉もしくは19世紀後半頃からロンドンの文

化シーンを象徴するものとなっており，「ロンドン発祥の

ファストフード」であると説明されている（Financial

Times,2019）。

12.（ ）内前半部の英数字は図6および図9に示した英数

字と対応しており，（ ）内後半部は店舗の業種を示して

いる。なお，店舗名の表記（小文字，大文字等）は各店舗

の看板等で示されている表記に準拠している。また，（ ）

内前半部の英数字のうち，「V」は BrixtonVillageの

「V」を，「M」はBroadwayMarketの「M」を表して

いる。

13.2019年時点での店舗名はUMITSUPERMARKET&

OFFLICENCEであった。
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ComparativeAnalysisofConsumptionSpacesLocatedinGentrifyingAreas:
ACaseStudyofBrixtonVillageandBroadwayMarketinLondon

TakumaMATSUO

Sincethelate2000s,theconceptofretailgentrificationhasbeenusedingentrificationresearch.However,

researchonthetopicconsidersnotonlyretailretailstoresbutalsomanyothertypesofbusinessestablish-

ments.Withthisinmind,thisstudyhaspointedoutthatitisnecessarytorelabelretailgentrificationas

consumptionspacegentrification.Onthatbasis,theauthorselectedtwogroupsofbusinessestablishments

inLondon－ BrixtonVillageandBroadwayMarket－ inordertoanalysethecurrentsituationsandchara-

cteristicsofconsumptionspacesingentrifyingareas.Theauthorfirstreferredtostatisticalinformationto

graspthecharacteristicsoftheracialandethnicmakeupofthesurroundingareas,andthenanalysedarticles

coveredbythemediatoexaminethesignificanceandevaluationofeachgroupofbusinessestablishmentsfor

itssurroundingareas.Basedontheinformationobtainedfromthefieldresearchin2019and2020,theauthor

attemptedtoidentifythetypesandconditionsofthebusinessestablishmentsthatmakeupthetwogroups

concerned,inadditiontotheoverallcharacteristicsofthetwogroups.Withregardtotheracialandethnic

makeupofthesurroundingareas,itwasrevealedthattheareasaroundBrixtonVillagearehometomany

Caribbeans,AfricansandLatinAmericans,whilealargenumberofBangladeshisresideinthesouthernpart

ofBroadwayMarket.Moreover,asaresultofanalysingthearticlescoveredbythemedia,itbecameclear

thatthetwogroupsofbusinessestablishmentsareregardedascentralplayersingentrificationintheir

respectiveareas.Inaddition,threemainbusinesstypesinthetwogroupsofbusinessestablishmentswere

identified:restaurantsandcaf�s,groceriesandclothingstores.WhileBrixtonVillagehasformedamulti-

nationalconsumptionspace,BroadwayMarketcontainssomestoresforhealth-consciousconsumers.

Keywords：gentrification,consumptionspace,mediaanalysis,BrixtonVillage,BroadwayMarket


